
栄養教 育 におけ る コン ピュー タ活用 につ いて

井 上 節 子

は じめに

最近の栄養教育において,多 量のデータベ

ースに基づ いた,食 品分析,栄 養指導,献 立

作成さらに個人が臨床検査 データによって健

康 を考えていく為にコンピュータが活用され

ている。本研究は栄養士,栄 養教育者がこれ

をどのように栄養教育に活用 して行けば良い

のか を検討することを目的 とした。実際に多

くの学生に市販ソフ トを使ってもらったので,

この事 を紹介 し,コ ンピュー タ利用の問題点

等について考えてみた。

方法

本 学栄養科 の学生(136名)に 対 して,生 体

測定,皮 脂 厚,心 搏数1),血 圧,血 液検査(ヘ

モ グロビン,血 清 総 コレステ ロール2),中 性 脂

肪,血 糖値,GOT,GPT)尿 蛋 白,潜 血,尿

糖,血 液 表現型 な ど,3日 間 の生活 時

間調査,食 事調査 を実行 し,そ のデー

タをソフ トに入力 した。

表1は ソフ トの メニュー画面 で,入

力,訂 正 がA～G,グ ラ フ 表 示 がH

～N ,印 刷,評 価 が0～Uで ある。Aは

表2,Bは 表4,Cは 表6の 画面 で あ

る。登録 してあるフ ァイル の読 み込み

は個 人情報,タ イムス タデ ィはE,献 立

デー タはFと な ってい る。 表2,表4,

表6の 画面 の入 力が終わ って,は じめ

てグ ラフ表示 がで き,ま たグ ラフ表示

が終 わ って総合評価,印 刷 が出来 るよ

うにな ってい る。

1)入 力

① 表2は 個人情報の入力画面で,ま ず氏名,

年齢,性 別 を入力す る。氏名は原則 として個

人名は出さず,出 席番号 を使用 し,デ ー タの

ファイル名 もこの番号 を使用 した。

身長,体 重などは,表3の 生体測定表に従

って測定 した。 このソフ トに入力 しない測定

値については後に表計算などのデータ整理の

値 として使用 した。

安静時の脈搏は実際に測定1)しその値 を入

力 した。

皮脂厚は,ハ ーペンデン皮脂厚計 と,超 音

波皮脂厚計 を使用して,上 腕 と健康骨下部で

測定 した値 を入力した。

検査 日は原則として,血 液の採血した日を

入力 してもらった。それはこの一連の実験実

習は,採 血の 日を基準にして生活時間調査,

《栄養 指導 メニ ュー》 健 康 くん(栄 養 指導)-Ver2.0-1991年5月30日

入力/訂 正 グラフ表示 印刷/終 了

A 個人情報入力・登録 H PFCバ ランス 0 総合評価

J.K.L.M処 理 要

B タイムスタディ入か 登録 1 食塩摂取構成 P 総合評価(詳 細)

(生活時間調査) J.K.LM.N処 理要

C 献立データ入力 J 栄養バランス

D 献立データ登録 K 食品バランス Q 栄養摂取量

E データ読込(個・タイム) L 肥満 とやせの判定図 R 栄養所要量

F データ読込(献 立) M 付加運動量 S 食品別栄養摂取量

G 摂取所要量変更 N 糖尿病食品交換表 T 食糧構成比較

U コレステロール・脂肪酸

V データ削除orユーティリテ仁へ W 終 了

〔CAPS〕 釦を押し番号を英大文字で選んで ください

表1
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食事調査 を,前 日の3日 間行い,

又,血 圧,脈 搏,尿 検査など,値

の変動す るものは採血前に行 った。

血液の採血後す ぐにヘモグロビン

の定量をザー リ法にしたがって定

量 した。その他ヘマ トク リット管

を使 って,遠 心分離によってヘマ

トクリット値の測定 を行った。ま

た血液型検査はABO式 血液型判

定で求めた。赤血球数 と白血球数

は,今 回求め られなかった。血清

中のコレステロールはコレステザ

イム法 という酵素によって分解す

る定量法によって求めた。HDLコ

レステロールは求めなかった。中

性脂肪 も酵素による定量法である

トリグ リザイム法によって求めた。

血糖値は,mト ルイジン・ホウ酸 ・

《個人情報入力》次,下 の項 目へ→[リ ターン ・キー]前,上 の項目へ→[↑ キー]

氏 名[■]年 齢[]性 別[: ,]妊 娠区分[:]

生活活動強度[:]身 長[0.0]体 重[o.o]血 液型 安静時脈拍[]

生活活動指数[0.00]← タイムスタディ後に入力 皮脂厚測定:上 腕mm[]肩 甲mm[】

**生 化学検査結果記録**検 査 日1991年05月30日

項目名 単位 検査値 正常値 項目名 単位 検査値 正常値

心拍数 数/分 o.o 50-90 尿酸 mg/dl o.o 2-6

血圧(最 高) mmHg o.o 100-139 尿素窒素 mg/dl o.o 7-18

血圧(最低) 皿mHg o.o 89以下 GOT 単位/工 o.o 10-3
ヘモグロビン g/dl o.o 13-18 GPT 単位/1 o.o 4-3

赤血球数 万/耐 0.0 400-600 y-GTP 単位/1 o.o 40以下

白血球数 血 o.o 4000-7900 尿蛋白質 ●●● o.o ●,,

総 コレステロー ル mg/dl 0.0 130-220 潜血 .「 冒 o.o ●●,

HDLコ レステロール mg/dl o.o 40-60 尿糖 ●,■ 0.0 .,.

中性脂肪 mg/dl o.o 70-130 血液表現型 .,. o.o .・■

血糖(空 腹時) mg/dl o.o 70-100

性別:男=M/女=F(区 分:妊 娠(0-20週)=E/妊 娠(o‐zo週);F/授 乳婦=G)

生活活動強度:軽 度=A/中 等度=B/や や重い=C/重 い=D

作業終了一→[ESC]最 終項 目まで進めるとデー タ登録が出来 ます。

丁

文字入力表示 カーソル

連 ローマ字漢字

法 を用 い たキ ッ ト(グ ル コー ステス トワ コ

ー)で 測 定 し た
。GOT(Glutamic

OxalaceticTransaminase),GPT

(GlutamicPyruvicTransaminase)の 測

定 にはRaitman-Frankel法 に準 じて血清 中

の トランスア ミナーゼ 活性値 を求 めた。

尿 に関す る実験 は尿 蛋 白,尿 糖,潜 血反

応 な どを行 った。 そのほか尿 を比重計 を使

用 して測定 した り,PHの 測 定 もあ わせ て

行 った。

② 表4は 生 活時間調査 と消費 エネルギー

の入力画面 で,表1のBに 当た る。基礎代 謝

量 は,体 重1kgあ た り,1分 間 あ た りの,

体 重 と年齢 か ら求め た値 であ る。表5に 従

って,生 活 時間調査 を3日 間行 った。1日

の一つ一つ の動 作に従 ってRMR(Relative

MetablolicRate)の 該 当す る値 を求め,表

4の よ うに行動,時 間,RMRを 表 に ま と

め,値 を入力 して1日 の消 費エネル ギー を

求 めた。生活活 動指数Xは その消 費量 の計

算 で出て くる値 で,0.42以 下 は軽 い,0.43

表2

測定者:記 録者 二

測定年月日時:昭 和 年 月 日 時

氏 名 男 女

出身地

昭和 年 月 日生

(才)

1身 長 34相 貌 学 的 耳 長
2胸 骨 上 縁 高 35相 貌 学 的 耳 幅

3肩 峰 高 36頭 囲

4肘 関 節 高 37肩 峰 幅

5橈 骨 茎 高 38胸 郭 幅

6中 指 端 高 39胸 部 矢 状 径
7前 腸 骨 棘 高 40最 小 寛 上 囲

8恥 骨結合上縁高 41腸 骨 稜 幅

9膝 関 節 高 42前 腸 骨 棘 幅

10内 果 端 高 43最 大 寛 端

11指 極 44上 腕 末 端 幅

12座 高 45手 首の(前腕末端)幅
13前 胴 壁 長 46手 幅
14上 腕 長 47大 腿末端幅膝関節幅
15前 腕 長 48足 首の(下腿末端)幅

16手 長 49足 長

17上 肢 長 50足 幅

18大 腿 長 51皮 下脂肪厚上腕
19下 腿 長 〃 背部

20下 肢 長 52頸 囲

21全 頭 高 53胸 囲(静 時)

22頭 耳 高 〃(吸 気時)

23頭 最 大 長 〃(呼 気時)

24頭 最 大 幅 54最 小寛上囲(ウエスト)
25最 小 前 頭 幅 55骨 盤囲(ヒップ囲)
26頬 骨 弓 幅 56上 腕囲(伸 位)
27下 顎 角 幅 〃(屈 位)

28相 貌学的顔面高 57前 腕 最 大 囲

29形 態学的顔面高 58前 腕 最 小 囲

30鼻 高 59大 腿 最 大 囲

31鼻 幅 60下 腿 最 大 囲

32内 眼 角 幅 61下 腿 最 小 囲

33口 製 幅 62体 重

表3
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～0 .62は中等度,0.63～0.87は

やや重い,0.88以 上は重いと,

表2の 画面で再度入力する必要

があった。

③ 表6は 食品データの入力画

面で表1のCの 画面 である。最

高で7日 間の飲食 した食品のデ

ータを入力す る事ができるが,

表4の 消費エネルギー と一緒に

それぞれの1日 を考えるときは,

食事 を1日 ずつ別のファイルで

入力しな くてはならなかった。

食事 の調査は生活時間調査 と

同 日3日 間を表7の 記入票3枚

に,朝 食,昼 食,夕 食,間 食 と

その 日に摂取 した食品をすべて

記入 して もらった。そ して食品

成分表に従って,コ ー ド番号 と

目安量の記入 もしてもらった。

栄養科の学生 とい う事 もあって,

この点についてはスムーズに行

われた。記入表が提出されると,

その表が完全にで きているか調

べて,完 全でない学生に対して

は,完 全に記入させてから入力

するようにした。記入表がで き

ていると入力は簡単で,1日 目,

食事の区分,コ ー ド番号,重 量

(g)を 入 力す る と,エ ネル ギ

ー,タ ンパク質,脂 質,糖 質,

食塩がす ぐ画面に計算されて出

《生活時間調査と消費エネルギー》次 下の項 目へ→[リ ターン・キ司 前,上 の項 目へ→[↑ ・キー]

性別 男 年齢20才 体重80.Okg基 礎代謝0.01433kcal/kg/分

動 作 名 分 RMR kca1分 消費ENG 動 作 名 分 RMR kcal分 消費ENG

睡眠 420 0.00 0.928 389.8 常歩 10 3.00 4.331 43.3

食事 120 0.40 1.650 198.2 速歩 0 4.50 :: o.o

休息(横 臥) 20 0、00 1.031 20.6 駆け足 0 6.00 7.424 o.o

(腰掛) 0 o.ao 1.444 o.o 運動(座 る) 0 o.zo 1.444 o.o

(立位) 0 0.30 1.547 o.o (立つ) 0 1.00 2.269 o.o

身仕度 10 0.50 1.753 17.5 (マイカー) 30 0.30 1.547 46.4

入浴 30 1.80 3.094
.; 一般事務 600 0.40 1.650 .;.

教養 0 o.zo 1.444 :.. 立ち仕事 30 1.00 2.269 45.4

趣味(室 内) 60 0.40 1.650 o.o 筋肉労働 0 4.00 5.362 o.o

(屋外) 0 1.50 2.784 o.o 軽い運動 0 3.00 4.331 o.o

育児 0 1.00 2.269 o.o 強い運動 0 4.50 :: o.o

炊事 0 i.io 2.372 o.o 汗をか く 0 6。00 7.424 o.o

洗濯 ・掃除 0 1.50 2.784 0.0 その他 120一 0.30一 0.000一 o.o一
散歩 0 2.00 3.300 o.o 日の合計 1440 116.0

生活活動指数x=0.28

作業終了→ 【ESC】 最終項目まで進めるとデー タ登録が出来 ます。

表4

No. 時間調査表 調 査 年 月 日年月
日

氏 男 年 職 場
○○○○子
名 女 令 19才 業 短大生 所 自宅← レ学校

前 后 510152025303540455055 ・睡眠45
.一 一 冒 一一

IllIllllI[[ ふとんあげる3
6
時 ふあ 更 用

睡 眠 起 とげ

・更衣7

・用便5

から 床 んる衣 便 /60

前 后 510152025303540455055 ・食事15・ 歩行9
・一 一 一 一 一

liiI【IIllll 選 ・乗車(立)16
7
時 コク入 調 歩

食 事 歩 洗 面 ン トれ 乗車(立)

・洗面15歩20m

(コンタク ト)
から トをる 髪 行 ・調髪5/60

前 后.一 一 一 一 一 510152025303540455055
iIIIllliiIl

・乗車(立)33

速歩3
8
時

から

速 乗 歩 速 椅
乗車(立)車 歩(立)行 歩 座

・歩行16

・?椅 座8

/so

前 后 510152025303540455055.一 一 一 一 一

IIIlllllli【 講義609
時

講 義
から /so

前 后曹一 睛 一 一 〇 510152025303540455055

111「IIIIIII

・講義41

椅座910
時 談 話 ・談話10(立)

講 義 椅 座 歩いたり 講 義
から 立った り /60

て くる。1日 目の朝食の入力 が終 わ る と作業

が終 了 し,再 度1日 目の昼 食 を入力す る。順

番 に入力 して1日 目が終 わ る。

個 人情報,タ イム スタデイ,献 立 デー タの

1日 分 を それ ぞ れ の個 人番 号 で,91001-1

PSN,9101-1TIM,91001-1FODと い

うファイルで登録 す る。登録 す る とそれ ぞれ

別 々 に呼 び出す事 が 出来 る。

表5

2)グ ラ フ表示

フ ァイル してあ るデー タ を呼び 出 し,グ ラ

フ表示 させ るために食 品成分 表の デー タフロ

ッピィを利用 して グラフ化 させ る。

① 表1のHは,PFC(ProteinFatCarbon)

バ ラ ンスの表示 で,画 面 には 自分 の献 立デー

タに基づ いた,タ ンパ ク質,脂 質,炭 水化 物
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《食品データ入力》 次,下 の項 目へ→[リ ターン ・キー]前,上 の項 目へ→[↑ ・キー]

第[1]日 目/max.7日

食事区分[1:朝 食]献 立名[一 般食]

食事区分:朝 食=1/昼 食=2/夕 食=3/お やつ=4

No.
食品
番号 食 品 名

重量

(g)

エネルギー

(Kcal)

蛋白質

(g)

脂質

(g)

糖質

(g)

食塩

(g)

1 34 ロー ルノぐン 45.0 125.6 4.0 2.3 22.2 o.s

2 33 ぶどうパン 45.0 117.0 3.0 1.7 22.5 0.4

3 1282 いちご ジャム 15.0 39.6 o.i 0.0 10.1 o.o

4 912 豚脂身 そともも zo.o 154.8 o.s 16.2 o.o o.o

5 161 でん粉 じゃが芋 .11 198.0 0.1 o.i 49.0 o.o

6 1192 にんじん 生 5.0 1.6 0.1 o.o 0.3 o.o

7 10?1 きゅうり 生 20.0 2.2 o.z o.o 0:3 o.o

8 1145 たまねぎ 生 5.0 1.8 o.i o.o 0.4 o.o

9 1570 マ ヨネーズ 全卵 20.0 139.6 0.3 15.1 o.s 0.4

10 1550 塩 食塩 0.5 o.o 0.0 o.o o.o 0.5

11 924 ハム ボンレス 10.0 12.4 1.9 0.4 0.2 0.3

12 1329 グレープフルーツ 100.0 36.0 o.a o.i 8.9 o.o

13 0 削除 o.o o.o o.o o.o o.o 0.0

作業終 了一→ 【ESC】

表6

区分
1個 人 情 報 調査 日 年 月 日
氏 名 【 】 年 令 【 才】 性 別 【M〔男〕・F〔女〕】 妊娠区分 【E〔妊娠0～19週 〕F〔妊娠20～40週〕G〔授乳〕】

生活活動強度 【A〔軽い〕B〔中等度〕C〔やや重い〕D〔重い}】 身 長 【 ・cm】 血 液 型 【 型1皮 脂 厚 【上腕部(㎝1)】 〔備 考〕日常運動 有 無

生活活動指数 【 ・ ←←タイムスタディ集計済のとき入力1体 重 【 ・kg】 安静時脈拍 【 拍1分1皮 脂 厚 【背 部(c皿)】 〔備 考〕

II食 事 情 報 ※コー ド番号はわかる食品のみ記入 して ください。重量 はgが 判れば(g)で 記入 不明の ときは 目安量で記入 して下さい。

【朝食】 食品成分表 目安量 【昼食】 食品成分表 目安量 【夕食】 食品成分表 目安量 【間食】 食品成分表 目安量

食 品 名 コー ド番号 数量(9) 食品名 コー ド番号 数量(9) 食品名 コー ド番号 数量(9) 食品名 コー ド番号 数量(9)

1 1 1 1

2 a 2 2

3 3 3 3

4 4 4 4

5 5 5 5

6 6 6 6

7 7 7 7

8 8 8 8

9 9 9 9

10 10 10 10

11 11 11 11

12 12 12 12

13 13 13 13

14 14 14 14

15 15 15 15

16 16 16 16

17 17 17 17

18 18 18 18

19 19 19 19

20 20 ao 20

21 21 ai 21

as 22 22 22

23 23 23 23

24 24 24 24

25 25 25 25

26 26 26 26

27 27 27 27

表7

のエネルギーがそれぞれ何%で の割合で摂取

されているかがグラフ化 されて出て くる。

② 表1の1で 食塩摂取構成の表示がされ る。

何gの 食塩をどんな食品から摂取 してい るか

一 目でわか る。

③ 表1のJで は栄養バ ラン スの表示 が 出て

くる。摂 取 した食 品のエネル ギー,タ ンパ ク

質,脂 質 だけ でな く,カ ル シウム,鉄,ビ タ

ミンA,B、,B2,C,Eに つ いて所要 量に対す

る摂取量 の割合 を表示 して過不 足の割合 が一
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目でわか るようになっている。

④ 表1のKで は,食 品バ ラ

ンスの表示 を示 している。穀

類,芋 類,油 脂,豆 類,動 物

性食品,乳 類,緑 黄色野菜,

その他の野菜,果 実類,海 草

類に分けて基準量に対する摂

取量の割合が示 してある。ま

た6群,4群 に分けて摂取量

の割合について表示している。

⑤ 表1のLは 肥満 と痩せの

判定図が現れて くる。肥満度,

体脂肪率 を身長,体 重,脂 肪 ・

厚によって値 を求め,グ ラフ

であらわされる。 自分が どの

程度肥満であるか表示 される。

⑥ 表1のMは 付加運動量の
つ

表示で,摂 取 したエネルギー

と,生 活時間調査による消費

エネルギー との差から,運 動

不足のエネルギーが表示 され,

その指導 として,適 当な運動

の強さと時間が指示 される。

⑦ 表1のNは,糖 尿病食品

交換表の集計が示 してある。

1心 拍 数l
l最 高 血 圧l
I最 低 血 圧l
Iヘモグ ロビ ンl
l赤 血 球 数l
l白 血 球 数il
総コレステロルll
HDLコ レステl
l中 性 脂 肪l
i空 腹 血 糖1

「一 一 一 一 一 冖 一 一 一 一 一 一 皿 一 一 一 凾1

1栄 養 指 導 一 総 合 評 価l
L-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一J

【 日 付 】1993年03月02日 【登 録 番 号 】91003-1【 生 活 活 動 強 度 】(軽 い)
【氏 名 】91003-1【 性 別 】 女 【妊 娠 ・授 乳 】

【年 齢 】20歳 【皮 脂 厚 】12.0㎜ 【生 活 活 動 指 数 】0.35

【身 畏 】152.5c皿 【体 脂 肪 率 】 』11.4%【BMI】20.21

【体 重 】47.Okg【 肥 満 度 】-4.0%【 基 礎 代 謝 量 】46.24kcal!h

くく 個 人 臨 床 検 査 デ ー タ 出 力 表 〉〉

厂一 一 一 一 一r一 一 一T一 一 一 一 一]一 冖 一 一 一r-一 一 冖T亠 一 一 一1一冖 一 一T-一 一]

}項 目 名1検 査 値1正 常 値1単 位1項 目 名1検 査 値1正 常 値1単 位1

0.ol50-90

so.olioo-i3s

60.0189以 下

0.oi13-18
0.ol400-600

0.ol4000-7900

0.ol130-220

0。ol40-60

63.170-130

0.ol70-100
L-___」____⊥__ ___⊥___」_____⊥___」L___」____」

栄 養 素 摂 取 量

エネルギkcal1450

蛋 白 質g68.1
脂 質g42.5

糖 質g187.8

カルシウムCamg593

鉄Femg9.4
ビ タミンAIU736

ヒ'タミンBImgO.5

ピ タミンB2mgO.9

ヒφタミンC皿g19

ヒ'タミンEmg6。7

食 塩NaClg7。7

1!分1尿 酸ll

ノ㎜ 苴gl尿 素 窒 素lI

/mmHglGOTIl

g!dllGPTIi
万!㎜31γ 一GTpl

I!mm3[尿 蛋 白 質l

lmg/dli潜 血l

l皿g!dlI尿 糖l

l皿g!dlI血 液 表 現i

lmg1dllI

0.oi2-61mg/dll

O.ol7-181mg!dll

O.ol10-381単 位!工1

0.014-351単 位 ノIl

O.ol40以 下i単 位!Il

o.ol-一 一一一1-一 一一一I

o.oI-一 一一一1-一 一一一I

o.oI-一 一一一1-一 一一一I

o.oI-一 一一一1-一 一一一I

iii

<<栄 養 バ ラ ン ス>〉

所 要 量 【 栄 養 充 足 率 】
050100130

1665凹 口 ■ ■ ■ ■ ■ 籥 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 臓 圏 口[コ[コ[コ ロ 囗 口 ⊂]口 口
55。3■ ■ 鬮 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ 醒 口 ■ ■ ■囗
41.6■ 回 ■ 願 ■ ■ ■ ■ 凹 ■ 騒 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ 囗 ロ ロ ロ ロ ロ
267.3■ ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 口 囗 口 囗 ロ ロ 囗 ロ ロ ロ ロロ
470■ ■ ■ ■ ■ 麗 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ 隔 ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■口
11.6■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ ■ 腫 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■[コ ロ ロ[コ ロ 匚][コロ ロ[コ
1800■ ■ ■ ■ 鬯 ■ ■ ■ 囗 口 口 ロ ロ ロ 囗 ロ ロ ロ[][コ ロ[コ ロ ロ ロ ロ
0。7■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 匿 口 ■[コ ロ[コ[][][][][コ[コ[][]匚]
0。9■ ■ ■ ■ 圏 颶 ■ ■ ■ ■ ■ 口 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■[コ ロ[]〔][]〔]
50■ ■ ■ ■ 圏 ■ ■ 口[コ[][][⊃[][コ ロ[コ[]口[コ 匸]匸]匚][コ[コ[][]
7。0■ ■ ■ 颶 ■ ■ ■ ■ ■ 騒 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■[コ[コ 匸コロ 囗 口 口

許 容 量
10。0■ ■ ■ 圏 圏 胴 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 口 ロ ロ 囗 口 口 口 口 囗 ロ ロ

<〈 食 品 バ ラ ン ス 〉〉
食 品 群 摂 取 量 所 要 量050100130
穀 類210.0274.7■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ 口 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ
芋 類55.041.6■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
油脂 類0.016.6ロ ロ 囗 口 囗 ロ ロ ロ 囗 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ 囗 ロ ロ ロ ロ ロ
豆類100.067.1■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 隔 ■ ■ ■ ■
動 物 性 食 品205.0114.5■ ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ 凹 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 闘 圏 ■ 胴 ■ ■ ■ ■
乳 類200。0118.4■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 口 日 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
緑 黄 色 野 菜20.084.2■ ■ ■ ■ ■ 口 口 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロロ ロ 囗 口 囗 囗 口 囗 口
そ の 他 野 菜60.0243.3■ ■ ■ 圏 ■ 口 囗 囗 囗 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ 囗 口 囗 口 囗 ロ ロ ロ
果実 類3.0149.8ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ 囗 囗 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ
海 藻 類0.04。7ロ ロ 囗 ロ ロ ロ ロ ロ 囗 囗 囗 囗 囗 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

表ml

3)印 刷

表8-1と 表8-2は 総合評価で,入 力,

グラフ表示されたデータが,評 価 として印刷

される。個人臨床検査データ,栄 養バランス,

食品バランス,栄 養比率,食 塩摂取構成,コ

レステロール,脂 肪酸摂取量,付 加運動時間,

糖尿病栄養指導などの総合評価が印刷 される。

また全員のデー タを表計算,統 計処理3)し

た物 を示 し自分 と他の人との値の違いについ

て考 えたりした。またアンケー ト調査4に よっ

てコンピュー タ利用の効果や問題点について

調べ た。本学卒業生で栄養士 として現場で仕

事 をしている人に対 しても,ア ンケー トによ

って,現 場での栄養教育の コンピュータ利用

の現状について調べてみた。

結果 とまとめ

① 入力前のデータ整理

コンピュー タを使用 した一連の教育の中で

いろいろな問題があげ られた。データを入力

す る前の問題 として,入 力す る前のデータが

整理 されていない と入力にたいへん時間がか

かって しまう。またコンピュー タや ソフ トの

数が限られているので,一 人に対す る時間 を

短 くしな くては全員が期間内に終わる事がで

きなくなってしまうなど,学 生の側に もデー
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タの整理の大切さを充分理解

してもらう事 も大切な事であ

った。 このことをふ まえ,血

液検査,生 活時間調査からの

消費エネルギーの計算など,

入力画面に会わせた表に,記

入 してもらったが,こ のソフ

トが一般の人を対象 としたソ

フ トのため,学 生に合わない

行動が出てきて,し かたな く

他 の項 目のRMRの 値 に一致

するところに合わせて計算 し

て もらった。このようにデー

タをソフ トに合わせる形で整

理する事になった。

② ソフ トの選択

今 回使用 したソフ トの選択

は一般的なソフトではないが,

全国栄養士養成施設協会に所

属する各大学の中で比較的多

く使用されているソフ ト,と

いう事 で使用 してみた。本学

においては栄養に関するソフ

くく 栄 養

穀 類エネルギ ー
動 物 性 蛋 白 質
動 物 性 脂 質

蛋 白質 エネルギ ー比P
脂 質 エネルギ ー比F
炭 水 化 物 〃 比C

比 率>>

摂 取 量 比 率

784kca154.1%

34。Og49.9x

23。3954.8%

19.7%

26.7x
53.6零

くく

食 品 群
蠶 油 類 よ り
味 噌 類 よ り
食 塩 よ り
他 調 味 料 類
魚 加 工 品 類
野 菜 漬物 類
小 麦 加 工 品
そ の他 食 品

〉>

食塩摂取 構成

摂 取 量

o.og

o.og
1.9g

o.ig

2.8g

o.og

2.29

0.7g

〉〉

構 成 比
00%

00%

250髴

12%
361零

00x

289亀

88x

<<コ レ ス テ ロ ー ル ・ 脂 肪 酸 摂 取 量

[1窄講 喪i靉語三覊華蓼薯璽 月
匡互豆ll茎:亟唖麺{亟更廼コ唖蹙亟亙 】ヨ菫亟二」

「100kca1」 消 費 に 要 す る時 間

運 動 強 度
RMR2
RMR3
RMR4
RMR5
RMR6
RMR7

m8
mg
RMR10
RMRll
RMRS2

時 間
72

46

34

27

22

19

17

15

13

12

it

交 換 表 分 類 表

表1穀 類 芋 類
表2果 実 類
表3魚 肉 卵 豆
表4乳 乳 製 品
表5油 脂 食 品
表6野 菜 類
付1砂 糖 調 昧
付2-1酒 類
付2-2多 糖 品
付3外 食 料 理
付4イ ンスタント食

くく 付 加 運 動 時 間 〉>

【運 動 不 足 の エ ネ ル ギ 量1日 一366kcal】
3鶚 運 動 の 種 類=昌=

散 歩,ソ フトボ ール,家 庭 園 芸,ゲ ートボ ール,ゴ ルフ等

歩 行.軽 い ダ ンス,キャッチボ ールノ、イキング,サ イクリンク㍉ ゴ ルフ,テニス,軽 体 操

急 ぎ 足 で 歩 く,キ ャッチボ ール(強 く),ラ ジ オ体 操,エ アロビ クスダ ンス等

階 段 昇 降,卓 球,バ トミントンノ・イキング(小 山)等
ジ ョギ ング,パ レーボ →レ(試 合),硬 式 テニス,サイクリング(強 く 》等

ジ ョギ ング(強 く),サ ッカーの 練 習.卓 球(強 く),ア ィススケート等

縄 跳 び.水 泳,山 登 り,ラ グ ビ ーの 練 習 等

テニス試 爵(女),ボ デ ィビ ル等

ランニング(軽 い),縄 跳 び(や や 強 く).水 泳(平 泳 ぎ),パ レーt・一ル等
テニス試 合`男),縄 跳 び(強 く),バ スケットボ ール(練 習 試 合)等

本 格 的 な スホ'一ツ練 習 と な り ま す の で 無 理 は 避 け て 下 さ い

<<糖 尿 病 栄 養 指 導 【食 品 交 換 表 集 討 】>〉

単 位 重 量
(IU)(g)
0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

00

00

00

00

00

00

00
11

00

00

00

エネルギ ー

kcal

OO

OO

11

00

00

00

00
!1

00

00

00

蛋 白質 脂 質 糖 質
(G')CS)CS)

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00
00

1

11

00

00

00

00

00
!1

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

備 考

0働 く力 ・体 温 とな る
0〃 ・体 調 を 整 る
0体 の 組 織 を 構 成 す る
0体 調 を 整 え る
0働 く力 ・体 温 と な る
0体 調 を 整 え る
0働 く力 ・体 温 と な る
0カ ロ リー 増 加 と な る
0働 く力 ・体 温 と な る
0塩 分 ・脂 ・過 食 に 注 意
0〃 ハ'ランスに 注 意

合 計0.00.00.00.00.00.0

トを使用 した授業はカリキュラムなどの関係

で行われていないので,ほ とんどの学生は栄

養に関するソフ トの初めての使用,と いう事

だった。

市販 ソフ トは誰を対象 としているかによっ

て入力の項 目,デ ータベースが違 うので,対

象 を明確 に判断してから選択すべ きである。

またパケージソフ トは能率的で,多 機能であ

るが,計 算式などがソフ トの中に組み込 まれ

ているのでわからない部分が多い。栄養計算

など,自 分 で手計算でやった値 と少 しずれる

ところがあったり,途 中経過がわからないな

ど問題が残った。初期の栄養士の教育には途

中経過 も必要であり,使 用 目的にあったソフ

トの選択が必要である。

表8-2

③ 入力ガイ ドの作成

とくに多 くの人に使 われていない ソフ ト

(特殊 なソフ ト)は入力に対するホC7が 余 り

ないため途中でソフ トがどうにも動かな くな

ってしまう事が多くある。また,・多 くの人が

使用すると考 えも及ばない問題が出て くるの

で,機 械や システムの動かし方や処理方法,

処理情報(方 法論),ア ウ トプッ トして くる図

や表など,親 しみのある説明書,イ ンデック

スを前 もって作成し,そ れに従 って入力して

もらう事が大切であった。

④ ソフ トの管理

入力は原則 としてグループで して もらって,
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相互に教えあう事 を指導した。3枚 のフロッ

ピー,シ ステム,食 品成分表,作 業用を用意

して,シ ステムと成分表は研究室で保管 して

貸 し出す方法をとった。フロピィーの基本的

な取扱いについて2,3注 意 をし,人 数が多

いので予約をして貸 し出す方法を取った。作

業用のフロッピーは個人で用意 してもらった。

又研究室では,バ ックアップ用のフロッピー

を用意して,そ こにデー タを落 として もらっ

た。ソフ トの貸 し出しは学内のみとし,原 則

として,学 内の コンピュータを使用 してもら

った。

⑤ 入力す る時の問題点

初歩的な事であるが,画 面に ドライブの指

定,フ ロッピーの指定の表示があっても,こ

れをきちんと読む事ができていない学生が多

く,そ ういった学生 も入力 ミスが重なるとよ

く画面を見てソフ トと取 り組むようになった。

入力ガ イ ドに書いてある'言葉 も,画 面に出

て くる言葉 も理解できないなど,コ ンピュー

タの初歩的な教育の時間を取 る事の必要性 を

感 じた。 しか しソフ トを使 う前 と使 った後で

は コンピュータにかかわる用語の意味の理解

度が著 しく変わった事が,前 後で行ったアン

ケー ト調査でわかった。

⑥ ソフ トの内容

今回,栄 養に関する教育 ソフ トを使用 して

みた結果,内 容の将来性5)について次の点を

備 えて るソフ トが使いやすい事がわかった。

1)栄 養 に関す るデー タは,食 品,栄 養価,

測定単位,コ ー ド等に関する点 を考 えてみる

と,食 品では,食 品の型や条件 をどの様に与

えているか,添 加する容量があるか,生 か料

理済みか。栄養価に関しては,す べての食品

に関して栄養価のデータが完全であるか。最

近で出回っている食品など新 しいデー タをい

れる事が出来るかどうか。データの信頼1生,

精度,分 析デー タの源泉,損 失割合が出てい

るか どうか等。測定単位では,1条 件の測定

数はどの くらいか,重 量 と容量の選択がで き

るか,1家 族の容量,一 人前の大 きさ等が使

えるか。 コー ドシステムでは食品,食 品群,

食品種 を簡単に選択ができ,コ ー ドシステム

と分類体系がで きている事,コ ー ドの選択が

簡単にできることなどである。

2)他 のデータでは,健 康,医 療,人 体測

定,臨 床検査値などがあげられるが,こ のデ

ータと,栄 養に関するデータとの関係などが

あること。また統計処理できると,さ らにこ

の関係が明確なものになる。

3)食 品分析の結果のグラフ化では,栄 養

価全体,1つ の条件当たり,1食 事当たり,

1日 当たり,基 準量 との比較,安 全量 との比

較でのグラフ化があげられる。食品の情報 と

して飲食 した食品のリス ト,食 事のパターン,

食品群の分析等 もグラフ化できるとよい。

4)食 事指導 として,進 める食事,カ ロ リ

ー とウエイ トコン トロール,特 別食,治 療食

の指導,献 立作成があると使いやすい事がわ

かった。

⑦ ハー ドについて

ソフ トやデータによって決 まって くるが,

コンピュー タ,プ リンター,周 辺機器の選択

は予算,環 境によって決 まって くる。幸い本

学においては恵まれた環境にあるのでいろい

ろな機種の選択ができる。学生の就職先では

コンピュータは,栄 養士業務,一 般事務所な

ど,個 人の必要性,技 術の必要性はそれぞれ

違 う。使用可能などんな機種についても使用

し,問 題に直面す る事が,コ ンピュータを栄

養教育の道具 として使 う最良の方法 と思われ

た。

① アンケー ト

栄養教育に対 してコンピュータを使用 した
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事の有効性を調べるアンケー トでは,今 まで

パ ソコンをさわった事のない学生が80%で ,

多くの学生がパソコンの初心者であった。こ

の現状で栄養教育 という大きな流れの中にパ

ソコンを利用した事は無理があったと思われ

る。 しか し自分のデータの入力が,学 生 を熱

心にさせた。 ソフ トへの入力の 目的は何であ

ったか という質問に,個 人の健康について理

解するためと答えた人が59.6%と 一番多 く,

パソコンになれるため と答えた人は11%と 少

なかった。 またパソコンを使用 して良かった

点は何か という質問に対 して,自 分の食事や

生活が総合評価できた事 と答 えた人が53.7%

と多 く,パ ソコンの扱いをおぼえた事 と答え

た人は3.6%と 少なかった。ま

た栄養情報の獲得 として今後

もコンピュータを利用 したい

と思 うか という質問に98.0%

の人が利用 したいと答えた。

栄養教育の目的のためにソフ

トを使ってまとめた事の効果

は大 きかった といえる。

現場の栄養士へのアンケー

トではコンピュータがよ く利

用されていますか という質問

に,利 用されているという回

答は病院が46%,企 業の食堂

22%,保 育園12%で あった。

病院においてどの様な内容で

使 っていますかと言う質問に,

原価計算のため,栄 養に関す

る研究のため,調 理の材料選

択のため,在 庫管理のため と

いう解答が多くあった。また

使用 しているソフ トは栄養計

算診断,献 立作成,給 食管理

に関す るソフ トが多く使用さ

れている事がわかった。栄養

士実務の中にコンピュータを

利用する事が多 く,栄 養教育での利用は少な

かった。 コンピュー タの利用は,大 変効果が

あると答 えた人が多かったが,技 術的,経 済

的に取 り入れる事が難しい という声 も多くあ

った。

⑨ 自分のデータの検討

出てきた評価 に対す る考察 と,ク ラスごと

にデータを表計算 して,統 計処理 し,図1と

図2の ようにローレル(体 重/身 長3×100)指

数 と上腕囲の関係,皮 脂厚 と食事の摂取量 と

所要量 とのバ ランスの関係など導いてグラフ

化 した。ロー レル指数の大 きい人ほど上腕囲

が大 きいという顕著な傾向が見 られ,ま た栄

ローレル指数

図1
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養のバランスの悪い人ほど,所 要量に対す る

摂取量が少ない人ほど,皮 脂厚が大 きいとい

う傾向をつかんだ。

今 回のように専用 ソフ トを使 う事は機能が

限定される。 自分でプログラムをくむ知識 と

時間があるとこんなに便利な物はないが,現

状では大変難 しい。簡易言語 ソフ トや,表 計

算ソフ トを利用 して基礎的な部分 で利用する

事は大変効果があるが,栄 養教育の実務の中

では,そ れだけでは足 りない。コンピュータ

は,栄 養士が本来の仕事である,い ろいろな

人のきめ細かい献立を作 り,栄 養指導し,健

康 を考 えてい くとき,想 像性を充分発揮 でき

るようにするための手段 として利用する物で

ある。また,栄 養士の教育だけでな く個人の

健康 を一人一人が考えるために栄養教育の手

段 として利用す る物である。 コンピュー タ利

用は実務だけでな く,多 くのデータを総合的

に関係づけ,栄 養 を大 きくとらえる手段 とし

て利用する事が重要な事だとわかった。

〈引用 文 献>

1)川 村一 男 他;解 剖 生 理学 実 験 ㈱ 健 帛社

2)神 奈 川 県栄 養 士養 成施 設協 会 カ リ キ ュ ラ ム研 究

会;生 化 学 実験 書 第 一 出版

3)永 田久 紀,浅 野 弘 明:医 学公 衆 衛 生 学 の ため の統

計 学 入 門 南 江 堂

4)山 口和 子;新 栄養 指 導 演 習 健 帛社

5)HughM.Joseph;"CHECLISTFORSELECT-

INGNUTRIENTANALYSISPROGRAMS,

DIETSAND:USINGCOMPUTERSFOR

NUTRITIONALASSESSMENT"atThe

AnnualMeetingoftheSocietyForNutrition

Education,.July24,1990

一41一


